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2単位

専門科目／ヘルスケア・ライフマネジメント科目群

精神障碍者と福祉実践 Ⅰ
当事者の生の声等を通して、精神障碍者のことを理解すると共に、社会福祉実践について学ぶ

講義目的・到達目標

講義の構成

大きくは、2つの軸で展開する。1つ目の軸は、精神障碍者理
解である。これについては、障碍特性と人としての一般性、日
本における精神障碍者の沿革、自立についての考え方等を講
義する。次に、そのことを深めるために、精神障碍を有する本人、
家族等をゲストに迎え、体験談等を話してもらう。2つ目の軸は、
精神障碍者及び家族、さらには、社会に対しての社会福祉実
践の理解である。まずは、担当教員からソーシャルワーク等の
実践的な話をする。その話をふまえ、PSWとして活躍する実
践者からの話、及び担当教員とゲスト講師とのトークや質疑応
答等で理解を深めていく、というものである。

講義の流れ

まずは、「知る」ということが大切だと考える。だが、講義で一方的
に伝えても、「知れたようなつもり」で終わってしまう。そのことから、
一つの講のなかに、必ず質疑応答を入れるようにする。また、多
彩なゲストを迎えることも、本スクーリングの特徴である。授業で
は、例えば、精神障碍を有するゲスト講師の場合、精神疾患の
発病時のこともさることながら、その人が、元 ど々のようなことを志
しており、いまの趣味は何か、のように、「ピープルファースト」（ま
ず、人が先にあって、障碍はその一部）という捉え方を重要視す
る。これらを通して、障碍の有無を超越して、最終的に、「人間と
は素敵なものだ」と感じてもらえることを目指したい。

講義のポイント

精神障碍を有する本人や家族の
話を聴くことによって、追体験をする2

「精神障碍をもって暮らす」
ということについて、
講義を通して想像する
1

グループ討論を通して、
「自分及び自分たちができること」
について考える
3

社会福祉実践について、
講義を通して理解を深める4

魅力的な社会福祉実践をしている
支援者の話を通して、
社会福祉の魅力と可能性を探る
5

現代社会において、精神障碍（しょうがい）を有するということは、決して一部の人の問題ではない。生涯のうちに、5
人に1人は精神疾患を体験する、と言われている。そのようなことからも、たとえ、自分が精神障碍を有したり、その家
族になったとしても、胸を張って暮らせる社会こそが、真のノーマライゼーション社会であるといえる。このようなこ
とが、ごく当たり前になる社会を目指し、個人及び社会に対して実践をするのが精神保健福祉士（PSW）である。

自分の問題として

本科目では、精神障碍のなかでも統合失調症を中心にして、精神障碍者のことを様々な側面から知ることを目指す。精
神障碍者や家族が、これまでどのようなプロセスを辿り「いま・ここに」いるのかや、いかなる社会的背景のなかで暮
らしているのかについて、想像力を膨らませる。また、PSWが、どのような魅力と可能性を有する専門職であるのかに
ついても、第一線で活躍しているPSWの話等を通して、理解を深める。そして、最終的に、「自分がPSWになる・PSW
を活用する」等、様々な「自分及び自分たちができること」について考えることを目標とする。

自分及び自分たちができること

受講するにあたって

下記の参考図書を読み、受講生の「いまある現状のなかで、自分ができること」について、事前に
考えておくことが望ましい。

①事前学習の
　すすめ

青木聖久『第3版　精神保健福祉士（PSW）の魅力と可能性 ─ 精神障碍者と共に歩んできた実践
を通して 』やどかり出版、2015

②参考図書

基本的には、科目修了試験の内容と出席による。ただし、本科目では、グループ討論を重要視している。
そのことから、グループ討論の講の出席は必須として位置付ける。

③評価基準

日本における地域精神保健福祉活動の草分け的存在である「やどかりの里」（埼玉県）や「べてるの家」（北海
道）のこと等を調べ、学びを深めてもらいたい。一方で、社会経験を活かした社会福祉実践への志向として、次
の図書をご覧いただきたい。青木聖久・杉本浩章編『新・社会人のための精神保健福祉士 』学文社、2014。

④より学びを
　深めるために

担当教員：青木 聖久 2単位 担当教員：青木 聖久

専門科目／ヘルスケア・ライフマネジメント科目群

精神障碍者と福祉実践 Ⅱ
当事者の声や科目担当者の講義等を通して、精神障碍者の生活支援の実際、及び可能性について学ぶ

受講するにあたって

下記の参考図書を読み、「精神障碍者の生活支援とは何か」、ということを自分のなかで言語化でき
るようにしておいてもらいたい。

①事前学習の
　すすめ

青木聖久『精神障害者の生活支援　─ 障害年金に着眼した協働的支援』法律文化社、2013②参考図書

基本的には、科目修了試験の内容と出席による。ただし、本科目では、グループ討論を重要視している。
そのことから、グループ討論の講の出席は必須として位置付けるものである。

③評価基準

「地域学習会」を勧めたい。これまでも、精神障碍者の生活支援の先駆的実践を展開している「べてるの家」（北
海道）、「JHC板橋」（東京都）、「やどかりの里」（埼玉県）等に十数名の学生さんたちと行ってきた。地域学習会
では、見学もさることながら、学生相互に、語り・聴き・共感できることにこそ意義があると思っている。

④より学びを
　深めるために

講義目的・到達目標

講義の構成

講義は、3つに区分することができる。1つ目は、広い範囲の精神障
碍者を知ると共に、生活支援とは何かについて科目担当者より講義
する。次に、これらのことを、よりリアルに、かつ実践的に引き寄せるた
めに、精神障碍を有する本人や生活支援をしている支援者をゲスト
講師に迎え、授業内容を深める。2つ目は、具体的な生活支援とし
て、科目担当者が、障害年金制度を用いた実践的な社会福祉実
践を紹介する。また、専門的な支援活動を行っている者をゲスト講
師に迎え、実践的な話をしてもらう。3つ目は、メンタルヘルスや自殺
問題等を取り上げると共に、社会経験を有する社会人学生のストレ
ングスに着眼した授業を展開する。

講義の流れ

2日間で伝える内容は、広範囲にわたる。対象とする事柄には異なる
部分が少なくない。だが、それらを社会福祉の視点から捉えた時、
共通する部分が多い。ぜひ、授業では、生活の観点から、疾患や障
碍そのものではなく、そのことによって、暮らしにどのようなことがもたら
されているかを理解してもらいたい。そのためにも、科目担当者が、
約20年間の実践等をもとに、まとめている著書（下記の参考図書）
や、ゲスト講師との話を積極的に用いる。著書では、掲載されている
オリジナル図を主に用いる。ゲスト講師からの学びについては、その
魅力を伝えられるように、トークによって、人柄が受講されている皆さ
んに見えるように努めたい。記憶に残る授業を目指している。

講義のポイント

精神障碍を有する本人や家族の話、
PSW等の支援者の話を通して
理解を深める
2

様々な精神障碍の内容、
及び、精神障碍者の生活支援の
実際を知る
1

グループ討論を通して、
「自分及び自分たちがなすべきこと」
について考える
3

社会福祉実践の具体的な内容を
実践的な観点から伝える4

今日的な精神保健福祉の課題を
知ると共に、社会経験の活かし方
について吟味する
5

本科目は、「精神障碍者と福祉実践Ⅰ」の発展科目である。したがって、①精神障碍者理解、②精神保健福祉士（PSW）をはじめとする
社会福祉実践、についての基本的理解を前提として授業をすすめる。そのうえで、精神保健福祉の今日的課題について、広範囲に、
かつ、深く掘り下げていく。そのようなことから、本科目では、発達障碍や高次脳機能障碍、さらには自殺問題等にまで、対象・範囲を広く
設定する。そして、最後には、全体のなかで共通する「暮らし」や「命」ということについて追求をする。

「暮らし」と「命」

「精神障碍者の生活支援」について明らかにする。とはいえ、社会福祉実践は、精神障碍者や家族から見て、支援内容がわかりづら
かったりする。加えて、支援者自身も、実はわかりづらい側面がある。そのようなことから、利用者及び支援者にとって、ニーズを共有しや
すい所得保障、とりわけ障害年金制度を切り口にして、生活支援について迫る。加えて、本科目では、これらの学びを通して、受講してい
る皆さんが、「社会経験を活かすことによって、社会で自分自身が生かされる」ということについて考えていきたい。

活かすことによって生かされる


